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治
水
の
と
り
で
角
川
、
タ
ム
(
松
倉
地
区
)

い
ま
、

9
月
幻
自
に
定
礎
式
を
終
え

だ
角
川
タ
ム
の
建
設
ガ
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

完
成
の
暁
に
は
、
高
さ
六
十
日
、
堤

頂
の
長
さ
百
八
十
幻
の
湖
面
に
満
々
と

水
を
だ
だ
え
、
住
民
を
洪
水
か
ら
守
る

治
水
の
役
目
を
十
分
に
発
揮
し
て
く
れ

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
芝
、
流
域
百
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

耕
地
に
対
し
て
も
、
水
害
か
ら
守
り
、

渇
水
期
の
か
ん
が
い
用
水
補
給
の
役
目

を
大
い
に
果
疋
し
て
く
れ
る
も
の
と
思

い
ま
す
。
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臨
時
市
議
会
は
日
継
続
審
識
と
な
っ
た
議
案

月
げ
日
に
開
催
さ
れ
、

.マ

ω年
度
-
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

会
期
を
一
日
と
定
め

.

定
に
つ
い
て

次
の
五
議
案
が
上
程
マ

ω年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

さ
れ
て
、
清
河
市
長
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

の
提
案
理
由
説
明
の
マ
約
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳

あ
と
決
算
特
別
委
員
・.

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

会
に
付
託
さ
れ
継
続

・1
マ
的
。年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

審
議
と
な
り
ま
し
た
。
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

マ
的
年
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

也
事
也

Z
Z
E
E
-
z
v
g
v
v也
事

gbqeggtgggbvetg也

本
市
関
係
者
で
次
の
方
が
晴
れ
の
叙

勲
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
市
民
こ
ぞ
っ

て
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
ょ
う
。

あなた山う
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つ

晴れの叙勲

勲
五
等
瑞
宝
章

自
治
功
労

魚
津
市
金
山
谷
二
、
三
四
五

河
崎
浅
之
助
氏
(
初
歳
)
元
魚
津
市
議

、h
i
h
川グ、
F
会
議
員

:hFト切
¥

¥

〈
功
績
〉

訴
時
¥刈
た
は

M
U

治
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
。

みんなでたたえよ

勲
五
等
双
光
旭
日
章

教
育
功
労

魚
津
市
友
道
二
、
一

O
七

高

橋

実

氏

(η
歳
)
元
魚
津
市
学

校
保
健
会
長

〈
功
績
〉

永
年
に
わ

た
り
、
地
域
の
保
健
、
社
会
教
育
の
振
興
、

文
化
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
。

『
階
艮

W
7
ヨヨ
U
、

、

民

隆

司

辺

町

U
LJ
-一

の
紛
争
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

魯

H
n
9
“E
E
』ノ
r，
創
刊
J

河

辺

同

府

』

一

一

日

こ

の
よ
う
な
中
で
J

今
年
は
、
「
子
供

¥!"M月
4
Bか
ら

問

日

ま

パ℃

ト

の

人

権

尊

重

」

、

「

婦

火

の

地

位

向

上

」

、

.な
ど
を
強
調
事
項
と
七
、
全
国
的
な
啓

意

識

を

高

め

、

明

る

く

一

住

み

よ

い

発

活

動

を

展

開

し

1
お
か
ま
す
。

'

家

庭

と

社

会

に

し

ま

し

ょ

う

。

'

毎
月
の
生
活
の
中
で
、
困
乃
た
こ
と

昭
和
お
年
ロ
月

lm自
の
第
3
回
国
連
識
の
高
揚
が
は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。
.
¥
¥

や
、
悩
み
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
法
務
，

総
会
で
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
し
か
し
、
最
近
の
社
会
生
活
に
お
わ

，
局
ま
た
は
、
も
よ
り
の
人
権
擁
護
委
員

毎
年
こ
の
ロ
月
刊
日
を
「
人
権
デ

1
」ーと

て

A

自
由
人
権
の
真
義
を
理
解
せ
ず
A

に
ご
相
談
.く
だ
さ
ド
?

し
て
、
世
界
各
国
に
お
い
て
も
、
ま
た
自
己
の
利
益
の
だ
め
に
、
他
人
を
か
え
法
務
局
は
、
本
町
一
丁
百
3
番
却
号

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
国
民
の
入
権
意
り
み
な
一い
と
す
る
こ
と
か
ら
、
数
多
く

富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局

。，Afszfs
，ek
j
'
t
f
j
e
z
q
e
s
zぷ
z
e
s
t
f
、

T

電
話
幻
1
0
4
6
1
番

消
防
功
労
!
褒
章
l

J
X権擁
護
委
員
は
、

出
二
八
八

紫
綬
褒
章
科
学
技
術
功
労

江
口
九
七
八

魚
津
市
友
道
七

O
O
の
一

末
広
町

8
番
5
号

杉
野
健
二
氏
(
日
歳
)

ス
ギ
ノ
マ
シ
蛇
回
四
八
一

O

ン

社

長

友

道

一

二

五

O

勲
七
等
瑞
宝
章

魚
津
市
江
口
二
、
一
O
三

江
幡
弥
次
郎
氏
(
侃
歳
)
魚
津
市
消
防

、
h
a
-
F
F
Vノ

団
第
ロ
分
団

、対
十一山¥一
員

F勺
J
j
M
h蜘

・℃

〈
功
績
V

FMa--v品
‘
耳
R
j

弘、

i
m
t

R

永
年
に
わ

た
り
、
第
一
線
消
防
団
員
と
し
て
消
防

活
動
に
尽
く
さ
れ
た
功
績。

厚
生
功
労

魚
津
市
住
吉
二
、
九
四
五
の
一
六

梅
田
し
か
子
き
りん
(
貯
歳
)
魚
津
市
上

L
B
V
』

F

口
保
育
園

-L毛1
寸
dv

主
任
保
母

，dてれ
降

、

〈

功
績
〉

d
E
1、

司

永
年
に
わ

た
り
主
任
保
母
と
し
て
、

ひ
た
す
ら
愛

情
を
か
た
む
け
て
園
児
の
養
育
に
尽
く

さ
れ
た
功
績
。

勲
七
等
宝
冠
章

〈
功
績
〉

高
圧
水
・の

噴
射
ノ
ヅ
ル
の
発
明
な
ど
)
科
学
技
術

の
発
明
研
究
に
尽
く
き
れ
た
功
績
。

藍
綬
褒
章
調
停
委
員
功
労

魚
津
市
本
町
二
丁
目
四
ノ
六

安
田
倫
蔵
氏
(
伺
歳
)
富
山
県
調
停

リ

協
会
副
会
長

〈
功
労
〉

永
年
に
わ

た
り
調
停
委
員
と
し
て
民
生
の
安
定
に

尽
く
さ
れ
た
功
績
。

野
崎
重
次
郎

杉

山

博

吉

平

井

基

弘

藤

森

勘

作

大
愛
和
歌
子

の
五
氏
で
す
。

一一 2 一一

晴れの叙勲……H ・H ・.....・H ・.......・H ・-…2ページ

水道会計の業務状況…・…-…...・ H ・-…..3ページ

市の財政状況…・…....・ H ・.....・ H ・...4・5ページ

年末年始の防火、受通、防犯運動……・・6ページ

くらしの物価...・H ・...・H ・....…H ・H ・...・H ・6ページ

宅地分譲案内…・・…・…H ・H ・...・H ・...・H ・.7ページ

ごみの収集とくみ取り…...・H ・.....・H ・..8ページ

除雪計画・..............................・・・・・・・・11ページ

市展受賞者・..............................・・・・・13ページ

も

じ

< 



広報うおづ

第3橿郵便物認可

50. 12. 1 

端接戦(欄

水
道
事
業
会
計
の

〈
経
理
状
況
〉

日
年
度
の

9
月
末
に
お
け
る
収
支
状

況
は
下
記
の
グ
一
フ
フ
の
と
お
り
で
す
。

収
益
で
は
水
道
使
用
料
な
ど
四
千
六
百

四
十
四
万
円
、
費
用
は
、

配
給
水
質
、

人
件
費
、
利
息
な
ど
を
合
わ
せ
四
千
八

~ 

業
務
状
況

百
二
十
四
万
円
と
な
り
差
し
引
き
百
八

十
万
円
の
純
損
失
が
生
じ
て
い
ま
す
。

〈
建
設
改
良
工
事
〉

今
年
度
は
、
横
枕
管
理
室
の
新
築
を

は
じ
め
五
千
七
百
六
十
二
万
円
の
建
設

改
良
工
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

9
月
ま
で
に
次
の
工
事
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

1
横
枕
管
理
室
及
び
調
節
井
新
築
工
事

(
工
事
費
一
千
五
百
二
十
万
円
)

2
横
枕
管
理
室
ポ
ン
プ
及
び
電
気
計
装

設
備
工
事
(
工
事
費
一
千
三
百
八
十

万
円
)

3
横
枕
管
理
室
場
内
配
管
工
事
(
工
事

費
五
百
四
万
円
)

4
横
枕
管
理
室
塩
素
滅
菌
設
備
工
事

(
工
事
費
二
百
万
円
)

5
横
枕
地
区
送
水
管
布
設
工
事
(
そ
の

4
)

(
工
事
費
百
九
十

一
万
円
、
延

長
二
百
一
幻
)

6
市
道
大
光
寺
l
号
線
配
水
管
布
設
工

事
(
工
事
費
百
八
十
九
万
円
、
延
長

三
百
四
十
五
灯
)

7
市
道
大
海
寺
1
志
む
ら
線
配
水
管
布

設
工
事
(
工
事
費
九
十
六
万
円
、
延

長
二
百
二
十
五
灯
)

収
益
構
成
グ
ラ
フ

〈
業
務
状
況
〉

上
半
期
の
総
配
水
量
は
百
六
十
七
万

立
方
灯
、
総
有
収
水
量
は
百
四
万
立
方

灯
で
、
有
収
率
は
六
二

・
三
引い
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た

9
月
ま
で
に
実
施
し

た
新
設
給
水
工
事
は
百
八
十
三
件
で
、

こ
れ
に
よ
り
給
水
人
口
は
三
万
百
九
十

七
人
、
給
水
戸
数
六
千
七
百
二
件
と
な

り
ま
し
た
。

忘
れ
ず
に

水
道
に
も
冬
じ
た
く
を

。
夜
の
冷
え
込
み
に

ご
注
意

ま
も
な
く
本
格
的
な
冬
が
訪
れ
ま

す
が
、

ご
家
庭
の
水
道
管
も
忘
れ
ず
に

費
用
構
成
グ
ラ
フ

原水及浄水貸
346万円
7.2% 

ile水及給水貸
537万円
11.1% 

冬
じ
た
く
を
し
て
く
だ
さ
い
。
気
温
が

氷
点
下
に
な
り
ま
す
と
水
道
の
水
が
凍

り
、
水
道
管
が
破
れ
つ
し
ま
す
。

マ
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な

っ
て

い
る

と
こ
ろ

マ
水
道
管
が
北
向
き
に
あ
る
と
こ
ろ

マ
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
水

道
管

な
ど
は
と
く
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

@
水
道
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は

水
道
管
や
じ
ゃ
口
の
部
分
に
保
温
材

を
と
り
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
保
温

材
に
は
、
手
近
か
な
も
の
と
し
て
は
布
、

ナ
ワ
、
フ
ェ
ル
ト
、
コ
モ
な
ど
で
管
を

ま
き
、
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
を
ま
い

て
保
温
材
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ト
み
、
「
ノ
。

@
水
道
管
が
破
れ
つ
し
た
と
き
は

破
れ
つ
し
た
部
分
に
布
か
テ
ー
プ
を

し
っ
か
り
と
ま
き
つ
け
て
応
急
手
当
を

し
て
か
ら
、
水
道
局
又
は
指
定
工
事
庖
へ

修
理
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

@
水
道
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ

っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
と
か
し

ま
す
。
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道

管
や
じ
ゃ
口
が
破
れ
つ
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

積
雪
期
の
横
針
案
内

一一 3 一ー

@
積
雪
の
た
め
検
針
で
き
な
い
と
き

水
道
の
メ
ー
タ
ー
は
、
毎
月
定
め
ら

れ
た
日
に
検
針
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
積
雪
量
が
多
く
な
り
ま
す
と
、
検

針
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
と

き
は
、
そ
の
月
の
水
道
料
金
は
、
前
回

と
閉
じ
金
額
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
、

後
日
メ
ー
タ
ー
の
検
針
が
で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
と
き
に
、
そ
れ
ま
で
の
分
を

合
わ
せ
て
精
算
し
、
正
し
い
料
金
に
改

め
ま
す
。

。
メ
ー
タ
ー
周
辺
の
除
雪
を

水
道
を
ご

利
用
の

皆
さ
ん
、
で
き

る
だ
け
メ
ー
タ
ー
周
辺
の
雪
は
取
り
除

い
て
検
針
し
や
す
い
よ
う
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
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-
一
般
会
計

支
出
は
予
算
総
額
の

三
九
一
パ
ー
セ
ン
ト

• 

日
年
度
上
半
期

(
印
年
4
月
1
日
l

m年
9
月
初
日
)
の
市
の
財
政
状
況
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
市
の
収
入
、
支
出
の
状
況
な

ど
財
政
状
態
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
6
月
と
ロ
月
の
二
回
公

表
さ
れ
る
も
の
で
す
。

つ
ぎ
に
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

一般
会
計
の
九
月
末
の
執
行
状
況
は
歳

入
に
お
い
て
四
六

・
六
%
、
歳
出
は
三

九

・
一
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
市
税
で
は
最
近

の
経
済
動
向
か
ら
業
種
に
よ

っ
て
は
法

人
税
収
入
の
著
し
く
不
安
定
な
も
の
が

目
立
ち
、
ま
た
地
方
交
付
税
で
は
昨
年

は
高
率
な
給
与
改
訂
を
見
込
み
概
算
交

付
が
あ
り
前
年
同
期
の
執
行
状
況
に
比

較
す
る
と

一
・
四
%
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

が
金
額
で
は
四
億
三
、
三
五
五
万
円
増

の
二
十
一
億
一

、
六
七
八
万
円
の
歳
入

総
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
合
体
育
館
建
設

事
業
、
道
下
、
経
団
小
学
校
建
設
事
業
、

道
路
新
設
改
良
事
業
等
順
調
に
進
行
し

た
が
経
団
漁
港
修
築
事
業
等
補
助
事
業

の

一
部
の
執
行
が
下
半
期
比
な
り
、
執

行
状
況
は
三
九

・
一
%
と
前
年
同
期
に

く
ら
べ
る
と

O
人
三

%
低
く
、
金
額
で

は
四
億

一
、
六
八

O
万
円
増
加
し
て
総

額
十
七
億
九
、
六

O
九
万
円
と
な

っ
て

い
ま
す
。

市
債
の
九
月
末
現
在
高
は
十
三
億
六
、

四
四
六
万
円
で
昨
年
同
期
と
く
ら
べ

一

億
三
、
五
七
四
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
九
月
末
現
在
の
各
執
行
状
況
は

次
表
の
と
お
り
で
す
。

9月末における収支状況

% 

収
入
・
支
出
割
合

日露

算

客員

{意円

7 

4 

3 

2 

6 

5 

人口 48，606人
世帯数 12，133世帯
(昭和50年 9月30日現在)

市民の市税負担状況
(予算計上に対する)
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「今
月
の
納
税
」

歳出

区 分 予算額 支出済額 支出割合

万円 万円 % 
民 生 費 101.愈1，395 3fff.9，336 38.8 

教 育 費 81窓8，552 5f.e6，495 63.8 
農林水産業費 61.窓7，752 5，977 8.8 

総 務 費 6ff.3，259 2f~9 ， 104 46.0 

土 木 費 51窓5，199 1f窓5，977 28.9 

公 イ責 費 1 f窓7，839 7，588 42.5 

1若 生 費 lfM，180 6，026 42.5 

消 |坊 費 lf~2 ， 196 5，356 43.9 

労 1動 費 9，131 4，225 46.3 

商 工 費 8，501 5，742 67.5 

議 ぷZLZ 費 6，905 3，186 46.1 

グt i!コz 復 |日 費 6，522 556 8.5 

諸 支 出 金 116 41 35.3 

ナ {繭 費 3，000 

メE入' 計 45低4，547 17m:9，609 39.1 

市有財産の状況

二仁 士也 建 牧l
380，270m2 111，722m2 

ー理 E画~!iË肱t誌Z可止Lで五エ事~エ司~ 

有価 証券その他 基 金
36，219千 円 217，002千円

置費 導参

50年度一般会計収支状況(9月末現在)

区 分 予算額 収入済額 収入割合

万円 万円 % 
rIi 4見 13億0，000 6fJ!.7 ，515 51. 9 
国 庫 支 出 金 10fff.0，702 3f.t 1，703 31. 5 

地 方 交 付a 税 8fM，770 6f.f!:6 ，813 78.8 

県 支 出 金 41意0，489 5，771 14.3 

市 イ責 2fff.3，390 

繰 越 金 2f~0 ， 787 2f.tO，787 100.0 

分担金及び負担金 2f~0 ， 207 5，196 25.7 

諸ー ヰ文 入 9，105 3，646 40.0 

使用料及び手数料 7，977 3，377 42.3 

Rオ 産 4又 人 6，291 2，878 45.8 

寄 附 金 4，153 895 21.6 

自動車取得税交付金 3，300 1，788 54.2 

地 方 5喪 与税 1，500 755 50.3 

娯楽施設利用税交付金 1，300 554 42.6 

交通安全対策特別交付金 576 

メ口入 45f.M，547 21un，678 46.6 

特別 会計 収 支 状況

iz』z 百十 男IJ 予算額
執行状況

収入済領 収入事恰支出済額支出事恰

下水道事業会計 1，6万0円0 2万21円 13.% 8 1万8円6 11.6 % 

簡国民易健水康道保険事事業業会会計計
1，477 350 23.7 275 18.6 
8ff.8，961 2f意9，800 33.5 3f.e0，908 34.7 

農業共済事業会計 1 f~5 ，552 1 f~0 ， 839 69.7 1，536 9.9 

(農作物共済勘定) 8，631 7，650 88.6 
(家畜共済勘定) 1，306 584 44.7 202 15.5 

(業 務勘 定) 5，398 2，545 47.2 1，308 24.2 

(果樹共済勘定) 217 60 27.7 26 12.0 

歳入
固
定
資
産
税
第
3
期
分
納
期
限
は
ロ
月
白
日
で
す
。

銀行 4，500 

一時借入金 4 な

共済組合 4，538 

県 4，860

市債の状況 (単位万円)

市債の内容

&
・
そ

の

他

含
県
貸
付
金

曾
農
林
水
産

官
災
害
復
旧

曾
庁
舎
建
設

含
厚
生
福
祉

曾
土

木

41!3，920 

' 教
:::tK; 
同

f意円

4 

3 

2 
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9
時
は
消
防
の
時
間
¥
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『防

火』

も
し
も
¥
あ
な
た
の
隣

家
か
ら
出
火
し
だ
ら

「
も
し
自
分
の
家
や
、
仕
事
場
の
隣

か
ら
出
火
し
た
ら
?
」
と
考
え
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。
畳
間
家
が
留
守
だ
っ

た
り
、
夜
ぐ
っ
す
り
休
ん
で
い
る
場
合
、

又
は
老
人
と
子
供
だ
け
だ
っ
た
り
し
た

場
合
を
。

隣
{
永
か
ら
出
火
し
た
ら
、
だ
れ
も
が
、

「
消
防
は
何
を
し
て
い
る
の
だ
、
お
そ

い
お
そ
い
、
早
(
来
て
消
火
活
動
を
や

っ
て
く
れ
、
自
分
の
家
に
火
が
つ
か
な

い
う
ち
に
」
と
思
い
ま
す
。

き
て
、
消
防
が
通
報
を
受
け
て
、
火

災
現
場
へ
到
着
し
、
放
水
を
始
め
る
ま

で
の
時
間
は
、
旧
町
部
近
辺
で
は
お
お

よ
そ
三
分
i
五
分
間
、
経
団
地
区
で
は

七
分
、
村
部
で
は
十
分
以
上
か
か
る
地

域
が
あ
り
ま
す
。

消
防
隊
が
火
災
現
場
で
一
番
苦
労
す

る
の
は
、
水
を
き
が
す
こ
と
で
、
火
災

現
場
に
最
も
近
く
て
、

量
が
充
分
に
あ

る
所
を
目
指
し
て
駆
け
付
け
る
わ
け

で
す
が
、
消
火
栓
の
上
に
車
を
止
め
た

り
、
冬
に
な
り
ま
す
と
雪
を
積
み
上
げ

た
り
、
川
水
が
流
れ
て
い
な
か

っ
た
り
、

と
い
っ
た
こ
土
が
し
ば
し
ば
お
こ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
消
防
隊
が
放

火
の
元
を
だ
し
か
め
て
か
ら
休
み
ま
し
ょ
う
」

水
を
始
め
る
時
聞
が
ま
す
ま
す
お
く
れ
、

焼
か
な
く
て
も
よ
い
隣
家
を
、
み
す
み

す
焼
失
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
隣

近
所
話
し
合

っ
て
、
近
く
の
消
火
栓
の

所
在
を
た
し
か
め
、

雪
が
降

っ
た
ら
除

雪
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。
村
落
で
は
、

農
業
用
水
に
水
を
通
し
て
お
き
ま
し
ょ

、つ
。消

火
水
利
は
、
あ
な
た
の
生
命
財
産

を
守
る
大
切
な
施
設
で
す
。

「
交
通
安
全
県
民
運
動
」

実
施
口
月
刊
日
1

1
月
刊
日

年
末
年
始
は
、
人
も
車
も
交
通
量
が

増
え
、
混
雑
し
お
互
い
に
気
ぜ
わ
し
い

時
期
に
な
り
ま
す
。

年
末
の
多
忙
と
、
新
年
の
解
放
感
か

ら
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り
交
通
事
故

特
に
、
死
亡
事
故
が
続
発
し
ま
す
。
年

末
年
始
の
交
通
事
故
を
な
く
す
る
た
め

次
の
要
領
で
北
陸
三
県
統
一
の
交
通
安

全
県
民
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
こ

の
運
動
の
趣
旨
を

十
分
理
解
さ
れ
、
正
し
・
い
交
通
ル
ー

ル
の
実
践
に
つ
と
め
、
交
通
道
徳
の
高

揚
を
図
り
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く

し
て
、
明
る
い
魚
津
市
を
つ
く
り
ま
し

ょ、っ
。〔運

動
の
重
点
〕

l
飲
酒
運
転
の
絶
滅

マ
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な
ら
飲
ま

な
い
飲
ま
せ
な
い
。

(
お
互
い
に
自

戒
し
ま
し
ょ
う
。)

2
暴
走
、
過
労
運
転
の
追
放

マ
車
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
し
ま
し
ょ
う
。

マ
積
雪
、
凍
結
道
路
に
お
け
る
安
全
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

3
冬
期
間
に
お
け
る
歩
行
者
及
び
自
転

車
利
用
者
の
事
故
防
止

〔
期
間
〕

ロ
月
日
日
か
ら

1
月
刊
日
ま
で

〔
主
な
内
容
〕

マ
街
頭
交
通
監
視
の
強
化

マ
夜
間
の
取
り
締
ま
り
特
に
飲
酒
運
転

者
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
の
強
化

多ひ議ノ〈
いつ末ツ
時たはグ
く 1<:1:
りし
のつ
カ、
1リJ 
と

J 

? P jρ9 
〆~、三2
J 

『
防
犯
運
動
』

実
施
ロ
月
1
日
1

1
月
刊
日

ロ
月
は
「
犯
罪
の
季
節
」
と
い
わ
れ
る

く
ら
い
に
犯
罪
が
多
発
し
ま
す
。
ち
ょ

っ
と
し
た
動
機
か
ら
犯
罪
の
つ
け
入
る

「ス
キ
」
を
与
え
ま
す
か
ら
、
空
巣
・
忍

び
込
み
等
の
ド
ロ
ボ

l
に
気
を
つ
け
、

現
金
の
持
ち
運
び
に
十
分
注
意
し
、
各

町
内
ご
と
に
年
末
笹
戒
等
を
実
施
し
て
、

犯
罪
を
未
然
に
予
防
し
、
風
俗
環
境
を

浄
化
し
て
、
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
等
、

明
る
い
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
迎
え
ま

l
レょ
、っ。

した 。

需要期にはいっ た灯油は、 18~庖頭渡しで20円引き上

げた 1庖、 10円引き上げた 1屈があり、 6屈のうち670円

が 1庖、 690円が 5庖で売られておりました。

また、 200~配達では、 3 屈が200円引き上げ、 7 ， 400円

売 りが4庖、7，500円売りが 2庖ありました。

なお、前年の同期に比べてみると価格の下がったもの

は 11品目もあり物価の落付・きをみせております。

|くらしの物価
今回の調査では、対象品目のいずれの品物も豊富に出

回っており価格も 10月に比べ安定しております。砂精で

10円引き下げた 2庖があり、しょう油で40円、サラダ油

で210円(大型庖)、ノ〈ターで25円引き上げた庖がありま
d

司
左
の
表
中

O
印
は
毎
月
日
日
調
査
の
7
庖
の
平
均
価
格
で
す

49年 50 年平 50年 50 年平 50年II}-Jにおける 493iFt Fl 501FF l HEZ 口 目 メーカー nE3 口 名 容量 II J'J .ïji. j~) 9 月 j~) 10月平均 11月士~J 最!!~ - :lTl:高
111'1-較11 

砂 糖 日 新 カ 、'1 十ア 1 kg 291内 285円 298円 294円 279:"':円 310円 101 % 
し よ つ t自 キ ツ コマン キ ツ コマン 2 e 410 398 396 400 385- 420 98 
食 用 t曲 味 σ3 素 天プラ 油 1，650 g 799 655 656 660 635- 695 83 

11 11 11 450 g 184 177 177 177 168- 185 96 
11 11 サラダ油 1，650 g 799 706 702 727 680- 790 91 
麦 粉 日 清 フラワー 1 kg 135 128 128 127 118- 130 94 

即席めん 明 星 明星 18 番 85g 44 40 40 39 35- 45 89 
11 日 清 出前一丁 100 g 48 46 45 46 45- 49 96 

乾 め ん 11 .No. 1 うどん 250 g 55 53 53 54 49- 58 98 
み そ 日本海みそ 雪ちゃんのこうじみそ 1 kg 236 224 222 222 198- 245 94 
ノ〈 タ 雪 印乳業 雪 印北海道 225 g 288 288 290 295 285- 310 102 
マーガ 1) ン 11 雪 印ソフト 225 g 171 195 192 190 168- 215 111 

11 味 σ3 素 マリーナソフト 225 g 188 191 191 191 165- 205 102 
グルタミン酸ソーダ 11 味 σ3 素 120 g 215 212 209 209 195- 220 97 
食 酢 、、、 ツカ ン 、、、 ツカ ン 500m~ 125 123 123 122 105- 135 98 
L P カ'ス 10kg 1，450 1，466 1，466 1，466 1 ，400 -1 ， 500 101 
灯 t由 18 e庖頭 605 670 681 686 670- 690 113 

11 200 e配達 6，833 7，300 7，316 7，433 7，400-7，500 109 

一一 6 一一

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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あなだもどうぞ

宅地を分譲します麓麟欝麟

一総数37区画一 12月中旬に完成

こ
の
た
び
、
財
団
法
人
魚
津
市
開
発

公
社
が
青
島
地
内
に
分
譲
宅
地
の
造
成

を
進
め
て
お
り
、
ロ
月
中
旬
ご
ろ
完
成

の
予
定
で
あ
り
ま
す
。
次
に
よ
り
こ
の

分
譲
申
込
み
の
受
付
を
し
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

V
分
譲
す
る
宅
地
の
数

三
十
七
区
画
(
位
置
等
は
下
図
の

と
お
り
で
す
。)

V
申
込
者
の
資
格
要
件

ω魚
津
市
内
に
住
所
を
有
し
、
自
ら

居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
建
築
す

る
宅
地
を
必
要
と
す
る
人
で
、
同

居
家
族
(
婚
約
者
も
含
む
。)
が
一

人
以
上
あ
る
人
。

ω分
譲
契
約
締
結
後
二
年
以
内
に
自

ら
の
住
宅
を
建
築
し
て
居
住
で
き

る
人。

V
申
込
み
の
受
付

受
付
は
、
ロ
月
日
日
か
ら
ロ
月
M

日
ま
で
の
叩
日
間
で
す
。
時
間
は
、

毎
日
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま

で
、
土
曜
日
の
午
後
や
日
暗
日
も

受
付
し
て
い
ま
す
。

'

V
受
付
場
所

魚
津
市
建
設
部
開
発
課
内

開
発
公
社
(
電
話
n
1
2
2
0
0

番

内
線
2
8
9
番
)

V
申
込
み
方
法

ω申
込
み
は
一
世
帯
一
区
画
に
限
り

ま
す
。

ω申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
次
の
も
の
を
添
え
て
、
申
込

者
が
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
に
よ
る
申
込
み
は
受
付
い
た

し
ま
せ
ん
。

①
必
要
添
付
書
類

川
住
民
票
騰
本
(
同
居
家
族
全
員
記

載
の
も
の
)

同
婚
約
中
の

人
は
婚
約
証
明
書

(
必

要
な
人
に
は
、
印
刷
し
た
証
明
書

用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
。)

V
分
植
者
の
決
定

資
格
審
査
の
う
え
各
区
画
ご
と
に
行

い
ま
す
。
一

区
画
に
つ
い
て
申
込

者
が
二
名
以
上
の
と
き
は
抽
選
に

よ
り
分
譲
者
お
よ
び
補
欠
者
を
決
定

し
ま
す
。

V
抽
選
日
と
場
所

マ

日

時

ロ

月
初
日

午

前

日
時

マ
場
所
市
役
所
第
三
会
議
室

川
町
抽
選
は
公
開
で
行
い
ま
す
。

同
抽
選
の
結
果
は
別
途
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

な
お
、
価
格
な
ど
く
わ
し
く
は
市
開
発

公
社
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

4

司
造
成
が
進
め
ら
れ
る
分
担
地

一一 7 一一

15 8 

16 9 

17 10 

18 11 

19 12 

20 13 

21 14 
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@
年
末
の
ゴ
ミ
収
集

(
可
燃
物
)
燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集
は
、

ロ
月
却
日
開
ま
で
収
集
し
ま
す
。

ロ
月
幻
日

ωは
、
土
曜
日
の
区
域
と
月

曜
日
の
区
域
を
繰
り
上
げ
て
収
集
し
ま

す
。
ロ
月
刊
ω
日
制
は
火
曜
日
の
区
域
を

収
集
し
、
ロ
月
却
日
開
は
水
曜
日
の
区

域
を
繰
り
上
げ
て
収
集
し
ま
す
か
ら
間

違
い
の
な
い
よ
う
、
必
ず
当
日
朝
8
時

ま
で
に
集
積
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
o

v
西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
ゴ
ミ
焼
却
場
)

は
ロ
月
初
日

ω午
前
中
ま
で

一
般
持
ち

込
み
の
受
付
を
し
ま
す
の
で
、
ゴ
ミ
の

持
ち
込
み
は
午
前
中
に
お
願
い
し
ま
す
。

V
(不
燃
物
)
燃
え
な
い
ゴ
ミ

(金
物
類

と
陶
器
類
)
は
平
常
通
り
収
集
し
ま
す
。

。
年
始
の
ゴ
ミ
収
集

年
始
の
燃
え
る
ゴ
ミ
収
集
は

1
月
5
白

川
よ
り
平
常
通
り
収
集
し
ま
す
。

燃
え
な
い
ゴ
ミ
(金
物
類
と
陶
器
類
)は、

『
失
な
わ
れ
た
年
金

受
給
権
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
』

現
在
叩
歳
以
上
の
人
に
は
、
無
拠
出

の
老
齢
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま

ゴ
ミ
の
収
集
と

し
尿
く
み
取
り

平
常
通
り
収
集
し
ま
す
。

。
し
尿
く
み
取
り

中
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(し
尿
処
理
場
)
は

ロ
月
訂
日
か
ら

1
月
7
日
ま
で
休
み
ま

す
の
で
、
魚
津
環
境
衛
生
の
し
尿
く
み

取
り
作
業
も
こ
の
間
休
み
ま
す
。

年
末
は
、
し
原
く
み
取
り
希
望
が
多
く

混
雑
し
ま
す
の
で
、
く
み
取
り
申
し
込

み
は
遅
く
と
も
ロ
月
日
日
ま
で
に
申
し

込
み
し
て
く
だ
さ
い
。
日
日
以
降
の
申

し
込
み
は
年
内
に
処
理
で
き
な
い

事
も

あ
り
ま
す
か
ら
早
め
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
先

(
魚
津
環
境
衛
生

電
話

n局
3
3
3
1
番
)
で
す
。

。
冬
期
間
中
は
、
特
に
ゴ
ミ
を
前
日
に

出
さ
れ
る
と
、
雨
や
雪
で
ぬ
れ
て
燃
え

に
く
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
除
雪
作
業

等
に
も
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
ら
、

注
意
し
て
収
集
当
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

す
が
、
こ
れ
は
、

国
民
年
金
制
度
が
発

足
し
た
当
時
、
す
で
に
高
齢
の
た
め
国

民
年
金
に
加
入
で
き
な
か

っ
た
人
を
対

象
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

し
た
が

っ
て
、
強
制
加
入
の
対
象
と

な

っ
て
い
る
明
治
川
例
年
4
月
2
日
以
後

に
生
れ
た
人
は
、
保
険
料
を
納
め
て
い

な
け
れ
ば
、
た
と
え
河
歳
に
達
し
て
も

ま
っ
た
く
年
金
は
う
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
国
民
年
金
の
強
制
加
入
の

人
で
、
保
険
料
が
納
め
ら
れ
て
い
な
い

期
間
が
あ
る
た
め
、
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
人
の
た
め
に
、
も
う
一
度
保

険
料
を
納
め
る
機
会
が
与
え
ら
れ
ま
し

た
。

こ
れ
を
、
特
別
納
付
と
い
い
期
限

は
ロ
月
汎
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
特
別
納
付
を
で
き
る
人
は
、

1

現
在
ま
で
引
続
き
強
制
加
入
被
保

険
者
で
あ
る
人
で
、
保
険
料
未
納
期

間
が
あ
る
ぱ
あ
い
。

2

す
で
に

ω歳
に
達
し
、
被
保
険
者

の
資
格
を
喪
失
し
た
人
で
(
国
民
年

金
の
老
齢
年
金
及
び
通
算
老
齢
年
金

受
給
権
者
以
外
の
人
)
何
歳
前
の
強

制
加
入
被
保
険
者
期
間
中
に
保
険
料

未
納
期
聞
が
あ
る
ば
あ
い
。

3

配
偶
者
が
国
民
年
金
以
外
の
公
的

年
金
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら

任
意
加
入
被
保
険
者
と
な

っ
て
い
る

人
で
、
結
婚
前
あ
る
い
は
配
偶
者
が

他
の
公
的
年
金
に
加
入
す
る
前
の
強

制
加
入
被
保
険
者
期
間
中
に
保
険
料

未
納
期
間
が
あ
る
ば
あ
い
。

4

現

在
、
国
民
年
金
以
外
の
公
的
年

金
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
そ
の
年

金
に
加
入
す
る
前
の
国
民
年
金
強
制

加
入
被
保
険
者
期
間
中
に
保
険
料
未

納
期
間
が
あ
る
ば
あ
い
。

な
お
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
強

制
加
入
の
要
件
に
該
当
し
て
い
て
も
、

届
出
を
し
な
か

っ
た
た
め
に
国
民
年
金

の
被
保
険
者
と
し
て
取
扱
わ
れ
な
か

っ

た
人
に
つ
い
て
は
、
加
入
の
届
を
す
れ

ば
、
強
制
加
入
の
要
件
に
該
当
し
た
と

き
ま
で
遡

っ
て
加
入
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

0 な閉そ
円おりとし
とさまなて
なめすり
りる 。 、こ

ま額 特の
すは 例期
。ー 納間

カ付も
月 のイ呆
に対険
つ象料
き 期未
九間納
O と期

『
奥
さ
ま
へ
の

う
れ
し
い
便
り
』

国
民
年
金
に
は
、
強
制
加
入
と
任
意

加
入
と
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
ご
存
じ

の
こ
と
で
す
が
、
任
意
加
入
と
さ
れ
て

い
る
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
さ
ま
で
、

国

民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
が
ま

だ
数
多
く
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
は、

夫
の
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
、
船
員
保
険
な
ど
の

年
金
で
老
後
の
生
活
は
あ
る
程
度
保
障

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

国
民
皆

年
金
の
時
代
に
入
り
だ
れ
も
が
自
分
の

年
金
を
も

っ
て
い
る
今
、

夫
の
年
金
に

頼

っ
て
い
る
奥
さ
ま
に
、
本
当
の
し
あ

わ
せ
が
訪
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

や
が
て
は
、
か
わ
い
い
孫
が
問
い
か

け
る
で
し
ょ
う
。

「
お
じ
い
ち

ゃ
ん
は
証
書
が
あ

っ
て

お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
、
な
ん
で
証
書
が

な
い
の
?
」
と
・
:
:

そ
の
と
き
で
は
、
お
そ
す
ぎ
ま
す
。

今
か
ら
準
備
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

国
民
年
金
に
は
、
老
齢
年
金
を
は
じ

め
通
算
老
齢
年
金
、
母
子
年
金
、
準
母

子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
、
死

亡

一
時
金
と
七
つ
の
給
付
が
あ
り
、
皆

さ
ん
の
生
活
を
守

っ
て
く
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
夫
が
会
社
に
勤
め
て
お

り
、
厚
生
年
金
を
か
け
、
妻
が
国
民
年

金
に
加
入
し
た
場
合
、
将
来
の
老
齢
年

金
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
で
し
ょ
う
。

次
表
で
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

加
入
す
る
と
し
な
い
で
は
、
大
き
な

差
が
で
て
い
ま
す
。
加
入
年
数
が
長
い

と
、
年
金
額
も
多
く
な
り
ま
す
の
で
、

一
日
も
早
く
、
手
続
き
い
た
し
ま
し
ょ

う
。
く
わ
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金

係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

夫婦でうける老齢年金額(月額)の例

お訟と竺JJII入 20 年 25 年 30 年 35 年

妻が加入しないとき 59，000 ド1 73，150
fIl 
87，30<fl 94，37rl 

妻 ( 20 年 87，762 101，912 116，062 瓜 1371

祖が入?iしこE 年附国金告む
25 年 92，300 106，450 120，600 127，675 I 

30 年 98，960 113，110 127，260 

き ) 35 年 105，620 119，770 133，920 140，995 
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@
手
軽
に
利
用
で
き
る
簡
易
裁
判
所

家
を
建
て
た
ら
雨
漏
り
が
す
る
。
隣

り
の
工
場
の
騒
音
が
ひ
ど
い
。
こ
の
よ

う
な
民
事
上
の
も
め
事
で
お
困
り
の
方

は
、
簡
易
裁
判
所
を
利
用
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
簡
易
裁
判
所
に
は
、

話
合
い
で
争
い
を
解
決
す
る
調
停
と
い

う
制
度
と
、
手
続
が
極
め
て
簡
単
な
訴

訟
制
度
と
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
調

停
も
訴
訟
も
、
難
し
い
手
続
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
素
人
の
方
で
も
気
軽
に

利
用
で
き
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
最

寄
り
の
簡
易
裁
判
所
の
窓
口
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

@
最
近
の
少
年
非
行
の
す
う
勢
と
家
庭

裁
判
所
の
処
理
状
況

最
近
の
少
年
非
行
の
傾
向
を
み
ま
す

と
、
悪
質
な
非
行
が
減
る

一
方
、
年
少

少
年
に
よ
る
軽
徴
な
非
行
が
増
え
て
い

ま
す
が
、
そ
の
非
行
の
背
景
に
は
今
日

の
社
会
状
況
を
反
映
し
た
複
雑
な
問
題

が
潜
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
少
年
の

非
行
を
防
止
し
少
年
の
健
全
な
育
成
を

図
る
に
は
、
家
庭
裁
判
所
は
じ
め
関
係

機
関
の
努
力
だ
け
で
は
十
分
で
な
く
、

国
民
一
人
一
人
が
そ
の
実
態
に
つ
い
て

‘
写
真
は
島
津
さ
ん

iも
φm 
f… 

乃
和
楽
器
製
作
者

島
津
繁
夫
さ
ん
側
歳

d

司
ず
ら
っ
と
並
ん
だ
作
品
と
仕
事
場

和
楽
器
(
特
に
三
昧
線
)
製
作
者
は

少
な
く
、
富
山
県
内
で
は
五
人
い
る

だ
け
で
あ
る
。
富
山
市
以
東
新
潟
県

の
上
越
市
ま
で
は
、
島
津
さ
ん
疋
定
一

人
と
の
こ
と
。
島
津
さ
ん
は
、
魚
津

市
三
ケ
一
、
二
八

O
に
住
ん
で
お
ら

れ
、
現
在
繁
夫
さ
ん
ガ
四
代
目
で
川
町

歳
か
ら
習
い
覚
え
、
ム
つ
も
名
器
作
り

に
余
会
な
い
名
人
で
あ
る
。

楽
器
の
材
料
は
、
シ
タ
ン
、
力
リ

ン
、
な
ど
で
盛
は
き
ぬ
糸
、
皮
は
猫

の
皮
だ
ガ
ム
つ
は
犬
皮
ガ
主
で
あ
る
そ

う
だ
。
趣
昧
に
和
楽
器
を
生
か
し
だ

民
謡
と
三
昧
線
の
教
授
を
し
て
お
い

で
で
す
。

関
心
を
強
め
、
正
し
い
即
一解
を
も

っ
て
、

互

い
に
問
題
解
決
に
努
力
す
る
こ
と
が

何
よ
り
も
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

ー
富
山
地
方
主
4
1

所
l

世
E
小
前
世
官
斗

3
4
1
1
d

rヨV言炉可~可V司F司V古V言VτV可~τV言V可V官Vτ-:r;-言~電炉右~言回r

対象に

感想文を募集

新有権者を

自
治
省
と
財
団
法
人
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
の
主
催
で
、
新
有
権
者
を
対

象
に
、
感
想
文
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

多
数
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

O
応
募
内
容
と
標
題

最
近
の
選
挙
に
お
い
て
、
新
有
権
者

ま
た
は
社
会
人
と
し
て
、
地
方
自
治
や

国
政
へ
の
参
加
に
つ
い
て
、
自
分
自
身

で
経
験
し
、
考
え
た
り
、
感
じ
た
り
し

た
こ
と
。

O
字
数
1
6
0
0
字
以
内

(
4
0
0
字
詰
原

稿
用
紙
4
枚
以
内
)

O
応
募
資
格

昭
和
初
年
1
月
1
日
か
ら
昭
和
泊
年

ロ
月
白
日
ま
で
に
生
れ
た
も
の
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

一
中
小
企
業
の

小
口
事
業
資

金

の

融

資

一

中
小
企
業
者
の
経
営
安
定
を
は
か
る

た
め
、

「小
口
事
業
資
金
融
資
」
制
度
を

実
地
し
て
い
ま
す
。
経
営
の
運
転
資
金

や
庖
舗
等
の
設
備
資
金
の
融
資
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

融
資
条
件
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
貸
付
金
制

三
百
万
円
以
内

マ
貸
付
期
間

三
ヵ
年
以
内

マ
利
子

年
率

七
・
五
打

マ
保
証
料

0
・
六
引い

マ
償
還
方
法
毎
月
分
割
返
済

マ
担
保
、
保
証
人
原
則
と
し
て
無
担

保
、
無
保
証
人
。
但
し
、
債
務
保

証
残
額
二
百
万
円
以
上
の
方
は

一
人
又
は
二
人
の
保
証
人
を
必

要
と
し
ま
す
。

マ
対
象
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
五
人

以
内
、
小
規
模
事
業
所
は
二
十

人
以
内
の
従
業
員
を
使
用
す
る

中
小
企
業
者
。

(業
種
に
よ

っ

て
融
資
の
対
象
と
な
ら
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。)

マ
申
込
先
市
商
工
水
産
課

電
話
内
線
2
7
0
番

O
受
付
、
締
切
期
日

昭
和
印
年
ロ
月
1
日
よ
り
受
付
、
昭

和
日
年
1
月
白
日
締
切
。

O
提
出
先

富
山
市
新
総
曲
輪
1
番
7
号

富
山
県
選
挙
管
理
委
員
会

政
治
は
あ
な
た
が

主
役
で
す

一
戸
川
l

月
は
3
口
H
H
』
U
込
三
一

一

ス
E

h

月
E
口

R
ゴ
7
2
3
一

一
三
十
万
円
を
善
銀
に
寄
付
一

一

資
源
の
節
約
と
消
費
の
抑
制
を
目

一

一
的
に
実
施
し
ま
し
た
不
用
品
即
売
会

一

一
は
、
好
評
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
一

一
売
上
げ
総
額
は
五
十
一
万
九
千
五
百

一

一
円
で
諸
経
費
等

(
各
単
位
婦
人
会
還
一

一
元
分
を
含
む
。)
を
差
し
引
き
三
十
万
一

一
円
を
善
意
銀
行
に
寄
付
す
る
こ
と
が

一

一
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
市
民
各
位
の
一

一
ご
協
力
と
ご
支
援
に
よ
る
も
の
で
あ
一

一
り
ま
す
。
こ
こ
に
紙
上
を
借
り
て
ご
一

一
報
告
申
し
上
げ
、
心
か
ら
お
礼
申
し
一

一
上
げ
ま
す
。

一

一

魚

津
市
連
合
婦
人
会
一

r‘・!，.，.‘、・!・
1
・・・・
1
・!・
1
・!‘、・!‘、..•• 

、，.，.，
.
L
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市民相談

日曜日を除き毎日
午前8時30分~午後5時季で
土曜日は正午ぎで
市役所市民相談室

ヘ‘.‘ーで‘、
ELV 
な‘勺も、4M

 

1
レママ

4

‘‘. 
-司》

「
5
が
ふ
え
た
か
ら
、
何
か
買

っ
て

や
る
よ
」
「
な
に
よ
こ
れ
、
2
ば
っ
か
り
ゃ
な

い
の
」子
ど
も
の
も
ら
っ
て
き
た
通
信
簿
を

み
て
、
こ
ん
な
こ
と
ば
を
口
に
出
し
た

お
母
さ
ん
は
い
ま
せ
ん
か
。
う
っ
か
り

思
っ
て
し
ゃ
べ
っ
た
言
葉
が
、
子
ど
も

の
円
満
な
人
格
の
発
達
を
阻
害
す
る
の

で
す
。

大
体
、
通
信
簿
に
つ
い
て
く
る
成
績

の
記
録
、
こ
れ
は
人
聞
の
能
力
の
ご
く

一
部
分
で
す
よ
、
こ
れ
を
人
聞
の
能
力

トともしび|

通信簿と能力について

行政相談

包月第1.第3木曜日
午後?時-----4時
市役所市民相談室

12月3目的・ 12月17日制

午前10時~午後3時
県魚津総合庁舌内
魚津地方県民相談室'

交通事故相談(巡回)

や、

2
の
数
に
一
喜
一
憂
す
る
。
そ
れ

よ
り
、
も
っ
と
よ
い
能
力
を
み
つ
け
て

や
っ
て
ほ
め
て
く
だ
さ
い
。

又
、
こ
の
成
績
と
い
う
も
の
自
体
、

大
変
変
動
の
あ
る
も
の
で
す
。
広
島
大

学
の
付
属
高
校
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、

小
学
校
か
ら
高
校
卒
業
時
ま
で
、
上
位

一
貫
型

・
下
位
一
貫
型
も
少
し
は
あ
り

ま
す
が
、
大
部
分
は
変
動
し
て
い
る
の

で
す
。
そ
の
時
そ
の
時
の
通
信
簿
の
成

績
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
わ
が
子
の

特
性
を
よ
く
み
つ
め
ま
し
ょ
う
。

今
あ
る
学
校
の
あ
る
ク
ラ
ス
の
子
ど

も
が
、
と
て
も
成
績
優
秀
で
、
全
員

一

ク
ラ
ス
上
の
子
ど
も
位
の
実
力
が
あ
っ

た
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
ク
ラ
ス

の
子
ど
も
の
成
績
は
全
員
が

5
に
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人権相談

日曜日を除き包臼
午前9時から~午後4時ま
土曜日は正午まで
富山地方法務胃魚津支胃

税の相談

包月5日 ・15日.25日
午前9時~午後4時
魚津税務署
相談日ガ日曜日に当つ疋場合は翌日

こ
の
子
ど
も
は
ど
の
位
で
き
る
か

(
絶
対
評
価
と
い
い
ま
す
。)
と
い
う
こ
と

は
加
味
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
子
ど
も
は

こ
の
ク
ラ
ス
の
中
で
、
ど
の
程
度
の
段

階
に
い
る
の
か

(相
対
評
価
と
い
い
ま

と
い
う
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
の

が
5
4
3
2
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
通
信
簿
に
現
わ
れ
た
、
5

4
3
2
よ
り
直
接
担
任
の
先
生
に
会
っ

て
、
具
体
的
に
話
し
を
き
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
う
し
て
、
よ
く
な
い
と
こ

ろ
は
長
い
目
で
み
て
な
お
し
て
や
る
。

ょ
い
と
こ
ろ
は
ほ
め
て
や
る
。
そ
し
て

す
く
/
¥
子
ど
も
を
の
ば
し
ま
し
ょ
う
。

百

-me明日
hr
品・
t
・品いUY
-
n
Eお
YJny
汗

c
r
'
J

山・Lt・-p
・・・-一

術
家
主
瀬
議
機

「
公
給
領
収
証
L

と
は
¥

寸
な
ん
な
の
さ
L
.
.
 

心配ごと相談

月曜日を除く毎日
午前9時~午後4時
福祉センター百楽荘

内職相談

毎週、月 ・水 ・金曜日
午前9時30分~午後3時
市役所市民相談室

〈
〉
料
理
飲
食
等
消
費
税
の
納
税
の
し
く

み
は
料
理
庖
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
パ

l
、
飲

食
庖
、
旅
館
な
ど
の
お
勘
定
に
、
こ
の

税
金
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
が
料
理
屈
等
を
利
用
さ
れ
た
と

き
に
、
お
庖
が
県
に
代
っ
て
税
金
を
受

け
取
り
、
そ
の
際
県
が
交
付
し
て
い
る

領
収
証
(
公
給
領
収
証
)
を
お
渡
し
し
、

税
金
に
つ
い
て
は
、
県
へ
申
告
納
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

。
料
理
飲
食
等
消
費
税
が
確
実
に
県
へ

納
入
さ
れ
る
に
は

飲
食
や
宿
泊
な
ど
の
勘
定
を
お
払
い

に
な
っ
た
と
き
は
、
必
ず
「
公
給
領
収

証
」
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

「
公
給
領
収
証
」
を
渡
さ
な
か
っ
た

り
、
公
給
で
な
い
領
収
証
を
渡
し
た
り

す
る
こ
と
は
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
が
お

払
い
に
な
っ
た
税
金
が
県
へ
納
入
さ
れ

な
い
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

な
お
、
一
部
の
お
庖
で
は
、
公
給
領

収
証
に
代
え
て
、
県
が
認
め
た
私
製
の

領
収
証
を
お
渡
し
す
る
と
こ
ろ
・も
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
、
そ
の
旨
領
収
証
に

表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

。
料
理
飲
食
等
消
費
税
の
税
率
、
免
税

点
、
基
礎
控
除
な
ど
は

税
率
は
、
料
金

(
基
礎
控
除
し
た
も

の
)
の
叩

rで
す
。

免
税
点
な
ど
の
区
分
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

庖 の 種類 免税点 基礎控除 証公給の領発収行

宿 泊
1人l泊

1，500円 す免べ税てを除発行き3，400円以下
旅 館

1 人l 円回休憩、飲食 1，700 以下 なし 11 

料理庖、キャバレー
なし なし すべて発行

パ一、ナイトクラブなど

飲食庖など
l人l回

なし 免すべ税てを除発行き1，700円以下

デパートの食堂など前金 l品につ以き なし 発行しないチケット制の食堂 850円下

一一 10一一
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白魔とのたたかい

降雪15:;:ンで出動

&&除雪は全市民の協力で&&

。
市
道
の
除
雪
計
画

市
で
は
主
要
路
線
の
交
通
を
確
保
し
、

雪
か
ら
市
民
生
活
を
守
る
た
め
、
除
雪

可
能
延
長
九
八
J
幻
の
市
道
に
つ
い
て

積
雪
量
が
一
五
で
に
な
る
と
、
除
雪
計

画
に
も
と
づ
い
て
除
雪
を
開
始
し
ま
す
。

除
雪
す
る
路
線
の
順
位
は
、
第
一
種

・
第

二
種
と
第
三
種
路
線
に
わ
か
れ
、
第
一

種
か
ら
除
雪
し
て
い
き
ま
す
。
第
一
種

路
線
は
パ
ス
路
線
、
第
二
種
路
線
は
通
勤

通
学
道
路
、
ゴ
ミ
焼
却
場
な
ど
市
民
生
活

に
密
接
す
る
路
線
で
、
第
三
種
路
線
は
交

通
量
の
多
い
道
路
の
三
段
階
に
分
け
て

順
次
除
雪
し
ま
す
。
除
雪
は
市
の
除
雪

車
の
外
、
民
聞
の
除
雪
機
械
の
協
力
で

午
前
2
時
ご
ろ
か
ら
は
じ
め
、
始
発
パ

ス
の
運
行
通
勤
に
支
障
の
な
い
よ
う
実

施
し
ま
す
。

市
道
で
あ
っ
て
道
幅
が
せ
ま
い
た
め

除
雪
機
械
の
入
ら
な
い
道
路
に
つ
い
て

は
、
関
係
地
区
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
る
除
雪
を
お
願
い
し
、
よ
り
快
適

な
冬
が
過
ご
せ
る
よ
う
市
民
総
ぐ
る
み

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
除
雪
上
の
障
害
物
に
つ
い
て

①
除
雪
作
業
中
最
も
支
障
と
な
る
の
は

車
の
路
上
駐
車
で
す
。

一
台
の
路
上
駐

車
の
た
め
、
そ
の
道
路
全
体
が
除
雪
が

で
き
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

②
道
路
に
面
し
た
板
べ
い
や
ウ
イ
ン
ド

な
ど
が
雪
に
埋
っ
て
い
る
と
除
雪
の
際

に
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
わ

れ
や
す
い
物
や
、
障
害
物
に
は
竹
ざ
お

に
赤
い
布
を
つ
け
て
表
示
し
て
く
だ
さ

③
除
雪
に
よ
り
家
や
車
庫
の
出
入
口
が

ふ
さ
が
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
機
械
で

広
範
囲
の
除
雪
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
ご
理
解
の
う
え
、
各
戸
で
取

り
除
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。。

雪
お
ろ
し

積
雪
の
重
み
で
、
家
屋
が
倒
壊
し
な

い
よ
う
、
早
め
に
建
物
の
雪
お
ろ
し
を

し
ま
し
ょ
う
。
近
所
に
老
人
や
子
ど
も

だ
け
の
世
帯
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
地

区
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
路
上
へ
の
雪
お
ろ
し
は
、
消
防

車
や
救
急
車
が
通
れ
る
よ
う
に
、
す
ぐ

後
始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。

高
圧
電
線
の
通
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の

雪
お
ろ
し
に
は
特
に
感
電
し
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

。
雪
捨
て

雪
の
捨
て
場
は
、
角
川

・
神
明
川

・

魚
津
港
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
を
使
用
す
る
場
合
は
、
使
用

後
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
は
、
必
ず
し
め

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

雪
を
道
路
上
へ
ま
き
散
ら
す
と
交
通

事
故
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
か
ら

絶
対
に
ま
き
散
ら
さ
な
い
よ
う
。

市
道
の
除
雪
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
市
役
所
建
設
課

電
話
内
線
2
7
9
番
へ

し
の
び
よ
る
」

J

冬
期
間
の
踏
切
事
故

列車の安全とあなたの生命財産を

踏切非常ボタン守る

冬
は
、
降
積
雪
と
吹
雪
や
凍
結
等
で

足
場
や
視
界
が
悪
く
な
り
ま
す
。
踏
切

横
断
に
は
、
次
の
こ
と
を
絶
対
に
守
り

歩
4
?
し
ょ
、
っ
。

@
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

-
踏
切
で
は
必
ず
一
日
一停
止
し
て
左
右

の
安
全
を
た
し
か
め
る
。

2
警
報
機
が
鳴
り
始
め
た
ら
絶
対
に
踏

切
内
に
入
ら
な
い
。

3
踏
切
通
行
は
、
交
通
ル
!
ル
を
守
つ

て
な
る
べ
く
早
く
渡
る
。

4
復
線
区
間
に
あ
る
踏
切
で
は
、
列
車

の
進
行
を
示
す
「
矢
印
」
を
確
め
、

特
に
反
対
列
車
に
注
意
す
る
。

@
宮
早
を
運
転
す
る
皆
さ
ん
へ

1
出
発
前
に
車
の
点
検
整
備
を
十
分
に

し
、
踏
切
内
で
の
エ
ン
ス
ト
を
防
止

す
る
。

2
ス
ノ

l
タ
イ
ヤ
ま
た
は
タ
イ
ヤ
チ
ェ

ン
を
使
用
し
、
脱
輪
を
防
止
す
る
。

3
踏
切
で
の
エ
ン
ス
ト
等
で
車
が
動
か

な
く
な
っ
た
場
合
、
直
ち
に
「
非
常
ボ

タ
ン
」
を
押
す
こ
と
や
「
発
炎
筒
」

を
使
用
す
る
な
ど
、
ま
ず
列
車
を
止

め
る
手
配
を
す
る
。

積
雪
時
に
は
、
列
車
が
進
行
し
て
き

て
も
、
接
近
音
が
聞
き
に
く
く
な
り
ま

す
か
ら
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

-11-
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あ
な
た
と
図
書
館

ω

最
近
の
本
か
ら

健
康
法
ブ
!
ム
②

・
各
種
の
健
康
法
の
本

に
ん
に
く
が
体
に
よ
い
こ
と
を
知
る

人
は
多
い
の
で
す
が
、
で
は
、
な
ぜ
、

に
ん
に
く
が
効
く
の
か
、
に
つ
い
て
説

明
で
き
る
人
は
少
い
よ
う
で
す
。

化
学
的
に
複
雑
な
成
分
を
も
つ
に
ん

に
く
は
、
き
ち
ん
と
し
た
知
識
を
ふ
ま

え
で
使
用
す
れ
ば
、
万
能
薬
的
な
は
た

ら
き
を
す
る
食
品
で
す
。
料
理
法
に
よ

っ
て
は
、
も
の
の
味
を
引
き
た
て
な
が

ら
、
保
健
に
も
役
立
つ

一
石
二
鳥
の
香

辛
料
と
も
な
り
ま
す
。

に
ん
に
く
の
化
学
に
も
と
づ
き
な
が

ら
、
そ
の
効
き
め
、
お
い
し
い
食
べ
方

ま
で
を
、
は
じ
め
て
わ
か
り
や
す
く
親

切
に
書

い
て
あ
る
の
が

「
に
ん
に
く
健

康
法
」

(
渡
辺
正
著
)
で
す
。

に
ん
に
く
に
次
い
で
登
場
し
た
の
が

し
い
た
け
で
す
。
し
い
た
け
が
健
康
に

よ
い
こ
と
も
、
昔
か
ら
言
わ
れ
て
き
た

事
実
で
す
。

最
近
に
な
っ
て
し
い
た
け
の
三
大
薬

効
が
化
学
的
に
解
明
き
れ
て
き
ま
し
た
。

第
一
は
、
ウ
ィ
ル
ス
が
原
因
で
お
こ

る
病
気
の
あ
る
も
の
に
対
し
て
、
治
療

効
果
を
も
っ
と
い
う
こ
と
で
す
。

第
二
の
薬
効
は
、
血
液
中
の
コ
レ
ス

テ
ロ

l
ル
を
除
去
す
る
、
と
い
う
点
で

す
。第

三
に
、
し
い
た
け
は
、
ビ
タ
ミ
ン

の
不
足
か
ら
生
ず
る
病
気
に
大
き
な
薬

効
を
示
し
ま
す
。

「
し
い
た
け
健
康
法
」

(
森
喜
作
著
)
は

そ
う
し
た
し
い
た
け
の
さ
ま
ざ
ま
な
力

を
、
は
じ
め
て
、
わ
か
り
や
す
く
体
系

的
に
、
し
か
も
最
新
の
研
究
成
果
を
も

と
に
し
て
ま
と
め
で
あ
り
ま
す
。

癌
の
懸
念
の
あ
る
人
に
は
ぜ
ひ

一
読

を
す
す
め
ま
す
。

「
ア
ロ
エ
健
康
法
」

(
主
婦
の
友
社
編
)

は
、
ア
ロ
エ
と
い
う
薬
草
に
よ
る
健
康

法
の
す
す
め
で
、
ア
ロ
エ
の
効
用
を
分

析
し
て
解
説
し
た
も
の
で
す
。

昔
か
ら
足
腰
の
強
い
人
は
長
生
き
す

る
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
「
歩
く
健

康
法
」
(
阿
久
津
邦
男
著
、
女
子
栄
養
大

学
出
版
部
)
は、
「
若
さ
を
保
つ

一
万
歩
」

と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
示
す
と
お
り
、

毎
日

一
万
歩
づ
っ
歩
く
こ
と
に
よ

っ
て

の
健
康
法
を
提
唱
す
る
も
の
。

「
歩
く
技
術
」
を
や
さ
し
く
解
説
し
た

日
本
で
最
初
の
歩
き
方
の
本
で
す
。
誰

に
で
も
一
番
か
ん
た
ん
に
で
き
る
健
康

法
の

一
つ
で
す
。

「
家
庭
指
圧
入
門
」

(
日
比
野
喬
著
)

「
指
圧
健
康
法
入
門
」

(
浪
越
徳
治
郎

著
)

は
指
先
一
つ
で
精
力
と
活
力
を
与

え
健
康
体
を
作
る
指
圧
の
コ
ツ
を
教
え

た
も
の
。

漢
方
に
よ
る
健
康
法
の
本
と
し
て
、

「
漢
方
と
民
間
薬
百
科
」

(
大
塚
敬
節

著
)

「
漢
方
医
薬
全
科
」
は
家
庭
に
備

え
て
お
く
本
と
し
て
推
せ
ん
で
き
ま
す
。

長
寿
法
・
や
せ
る
法
・
強
精
法

ハ
門
長
寿
法
を
教
え
る
も
の

秦
の
始
皇
帝
や
揚
貴
妃
な
ら
ず
と
も

「
不
老
長
寿
」
は
人
類
始
ま

っ
て
以
来

の
悲
願
で
あ

っ
て、

古
来
、
不
老
長
寿

法
の
研
究
は
絶
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
現
代
人
と
い
え
ど
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

「
あ
な
た
も
長
生
き
で
き
る
」
(
近
藤
宏

二
著
)

は
、
日
人
の
体
験
に
よ
る
長
寿

の
秘
訣
と
著
者
の
研
究
成
果
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

中
年
人
に
対
し
て
長
寿
法
を
説
い
た

本
と
し
て
は
、

「
四
+
か
ら
の
健
康
」

(杉
靖
三
郎
著
)

「
刊
代
で
長
寿
が
さ

ま
る
」

(
永
沢
滋
夫
著
)
「

ω代
か
ら

の
医
学
全
書
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

同
美
容
と
健
康
の
た
め
の
や
せ
る
本

強
精
法
が
男
性
の
悲
願
で
あ
る
よ
う

に、
「
美
し
く
若
く
」
と
い
う
こ
と
は
女

性
永
遠
の
夢
で
し
ょ
う
。

と
く
に
現
代
病
の
肥
満
に
対
し
て
、
食

べ
な
が
ら
や
せ
た
い
と
い
う
こ
と
は
、

中
年
男
女
と
も
の
願
望
で
す
。
数
年
前

ま
で
は
何
で
も
な
か

っ
た
よ
う
な

「ミ

コ
の
カ
ロ
リ
ー
食
」

と
い
う
本
が
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
と
な

っ
た
の
も
こ
の
心
理
か

ら
で
す
。

食
べ
な
が
ら
や
せ
た
い
人
の
た
め
に

は、

「
や
せ
る
健
康
食
」
(
中
村
鉱

一
著
)

「
食
べ
て
や
せ
ら
れ
る
献
立
」
(
今
村
知

子
著
)
「
す
ら
り
と
美
し
く
な
る
本
」
(
和

田
静
郎
著
)
な
ど
が
出
て
お
り
ま
す
。
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図
書
館
に
入
っ
た
新
し
い
本

未
来
の
先
取
りシ
ェ
フ

ァ

l
ド
・
ミ
ー
ド

日
曜
大
工
入
門

(屋
外
編

・
室
内
編
)

宮
崎

義

夫

大
山
将
棋
勝
局
集

大

山

康

晴

環
境
権

つ
て

な

ん

だ

松

下

竜
一

痛
風

の

は

な

し

御

亙

清
充

絵
本

の
時
間
絵
本
の
部
屋

今
江
祥
智

読
み
た
い
本
は
電
話
で

予
約
し
ま
し
ょ
う
。

本
の
借
り
出
し
は
無
料
で
す

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

魚
津
市
立
図
書
館

n
|
0
4
6
2

(
市
民
会
館
と
な
り
)

- 12-

月 月 月

接種回10 4 2 
日 日 日

経団 本江 工道 場
所



第
何
回
市
美
術
展
受
賞
者

盛
会
で
あ
っ
た
第
日
回
市
美
術
展
覧

‘
市
展
賞
「
合
掌
」
寺
崎
明
さ
ん
の
作
品

会
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

だ
ん
だ
ん
出
品
数
も
多
く
な
り
、
会

場
の
狭
き
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

*
市
展
大
賞

絵

画

題

「

舞

う

牛

」

金

盛

書

題

「

心
に
よ
る
」
木
戸

彫
刻
工
芸
題
「
新
生
」
平
崎

写

真

題

「

獅

子

舞

」

定

野

*
市
展
賞

絵

画

広報うおづ
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書

森
野
千
賀
子

朝
野
真
理
子

阿
波
加
幹
雄

笹

木

妙

子

寺

崎

明

彫
刻
工
芸

与岡井喜
実ー雲保

写

椎新東
名浜金

真

(
敬
称
略
)

義啓時
明子男

と
芯
一
察
官
湯
川
絞
る
r

旬
以

じ…ー一円減
税尚一塚
、川一念
s

悦
だ
…川市

(
敬
称
略
)

市
に
次
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
学
校
施
設
設
備
(
吉
島
小
学
校
)
校

旗
一
式
外
購
入
代
百
十
五
万
円
1
江
口

1
8
5
7
谷
口
貞
夫
マ
東
部
中
学
校
備

品
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
用
移
動
パ
ッ
ク
ネ

ッ

ト
外
購
入
代
十
五
万
円

l
高
畠
大
崎
秋

吉
マ
総
合
体
育
館
備
品
等
購
入
費
二
万

円
1
釈
迦
堂
一
丁
目
魚
津
防
水
株
式
会
社

マ
総
合
体
育
館
備
品
目
型
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

‘
寄
付
さ
れ
た
作
品
「
芯
」
と
諏
訪
部

陽
甫
さ
ん

一
台
購
入
代
十
一
万
円
1
大
阪
市
阿
倍
野

区
北
畠
二
ノ
三
ノ
五
沖
源
三
郎
マ
総
合

体
育
館
大
体
育
室
国
旗
掲
揚
ポ

l
ル
四

本
一
組
購
入
代
六
十
万
円

l
魚
津
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
斉
藤
清
兵
衛
マ
総

合
体
育
館
前
に
彫
刻
石
の
詩

l
魚
津
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
宮
本
文
雄
マ
総

合
体
育
館
前
に
石
の
庭
1
魚
津
市
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
協
会
マ
総
合
体
育
館
移
動
式

衝
立
鏡

一
台
1
文
化
町
大
陽
ス
ポ
ー
ツ

マ
市
長
公
室
備
品
油
絵
初
号
一
額

l
東

京
都
練
馬
区
春
日
町
三
ノ
三
三
ノ
三
諏

訪
部
陽
甫
マ
さ
っ
き
苗
木
五
百
本
H
L
全

日
本
皐
月
会
北
越
支
部
連
合
会

合合合*
 

A
H
 -R 

合合合占胃ムH脅台育会合合*
 

A
H
 

マ
二
万
円
1
東
尾
崎
沢
田
重
太
郎
マ
三
け

万
円

l
湯
上
梅
崎
久
次
郎
マ
一
万
五
千
け

V

母
親
学
級

円

l
住
吉
梅
原
与
吉
マ
五
千
円
1
本
町
脅
ロ
月
刊
日
幽
午
前

9
時
初
分
1
午
後

会

一
丁
目
浜
浦
文
博
マ
二
万
円
1
文
化
町

*

3

時

初

分

場

所

l
魚
津
保
健
所

合

小
坂
国
男
(
以
上
香
典
返
し
の
一
部
)

脅
マ
対
象
内
容
1
妊
婦
、

よ
い

子
を
生

合

マ
三
万
円
1
六
郎
丸
武
隈
和
男
マ
一
万
*
む
た
め
の
学
習
マ
昼
食
ご
持
参
く
だ

円
1
平
伝
寺
一
区
交
通
安
全
母
の
会
代
れ
き
い
。

表
原
み
つ
ゑ

(以
上
交
通
遺
児
積
立
基
れ

V

育
児
学
級

金
へ
)
マ
五
千
円

l
中
央
通
り
一
丁
目
中
林

叶4
R
U
月
初
日
幽
午
後
1
時
1
3
時
初
分

増
子
マ
一
千
円

l
釈
迦
堂
一
丁
目
山
口
ゆ

場
所

l
魚
津
保
健
所

う
子
マ
一
千
円
上
畠
山
市
丸
の
内
三
丁
目

合

マ
対
象
内
容
1
赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
者

笹
木
昭
夫
マ

三
千
円

l
新
角
川
二
丁
目

t.

「

赤
ち
ゃ
ん
の
育
て
方
」
「
避
妊
の

友
田
道
治
マ
三
万
円
1
六
郎
丸
武
限
三

rゼ

方
」
「
正
し
い
医
者
の
か
か
り
方
」

郎
マ
一
千
円
1
紺
屋
町
区
若
葉
会
一
同

合

L

マ
一
万
八
千
九
百
二
十
四
円
1
西
部
中

*

V

離
乳
食
調
理
実
習

学
校
生
徒
会
一
同
マ
三
十
万
円
1
魚
津
川
マ
ロ
月
お
日
幽
午
前
叩
時
1
日
時
初

市
連
合
婦
人
会
代
表
河
崎
小
様
子
マ
衣

t

分
場
所
1
魚
津
保
健
所

類
百
点
1
西
布
施
保
育
園
保
護
者
会
代
い
マ
対
象
者
1
5
1
6
か
月
の
赤
ち
ゃ

表
木
下
と
し
子
マ
衣
類
十
八
点
1
魚
津

ん
の
保
育
者

保
健
所
長
飯
田
恭
子
マ
ス
テ
レ
オ

一
台

会

ー
東
城
坂
井
秀
子
マ
衣
類
五
十
点
紺
屋
け

V

成
人
病
健
康
相
談

町
区
若
葉
会

一
同
マ
衣
類
七
十
点
1
釈
け
マ
ロ
月
刊
日
附
及
び
ロ
月

M
日
闘
い

迦
堂

一
丁

目

上

里

賢

二

合

ず

れ

も

午

後

1

時

却

分

1

3

時

合

魚

津

善

意

銀

行

け

マ

場

所

l
魚
津
市
役
所
保
健
室

V
股
関
節
脱
臼
検
診

V
婦
人
検
診
日
程

一一 13一一
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第
三
日
曜
日
は
家
庭
の
白
で
す
。

-
受
け
て
お
い
で
で
す
か
?

おしらせ~仇

特
別
児
童
扶
養
手
当

問
手
当
は
ど
の
よ
う
な
人
に
支
給
さ

れ
る
の
で
す
か
。

答
身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障
害

を
有
す
る
児
童
を
監
護
す
る
父
、
も
し

ぐ
は
母
ま
た
は
父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

問
手
当
の
対
象
と
な
る
の
は
ど
の
よ

う
な
児
童
で
す
か
。

答
精
神
の
発
達
が
お
く
れ
て
い
る
た

め
、
日
常
に
お
い
て
、
常
時
の
介
護
を

必
要
と
す
る
程
度
の
状
態
に
あ
る
初
歳

未
満
の
児
童
や
、
廃
疾
の
状
態
に
あ
る

初
歳
未
満
の
児
童
が
手
当
の
支
給
対
象

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
叩
月
か
ら
は
中
程
度
の

廃
疾
の
状
態
に
あ
る
初
歳
未
満
の
児
童

も
支
給
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
児
童
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
市
社
会
福
祉
課
婦
人
児

童
係
(
電
話
内
線

2
4
3
番
)
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

-
歳
末
の
街
頭
献
血

富
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ロ
月
初
日
(
土
)
午
前
叩
時
か
ら
午
後

3

時
ま
で
、
電
鉄
魚
津
駅
前
広
場
で
街
頭

献
血
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
墓
地
の
新
設
に
は

県
知
事
の
許
可
が
い
り
ま
す
グ

/CY喧/喧/喧/喧/c!-ぺ!

一
家
そ
ろ
っ
て
健
や
か
に

墓
地
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
に
よ

り
、
次
の
場
合
は
県
知
事
の
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

1
墓
地
を
新
設
し
よ
う
と
す
る
場
合

2
墓
地
の
区
域
を
変
更
し
よ
う
と
す
る

場
合

3
墓
地
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
場
合

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
市
民
課

ま
た
は
魚
津
保
健
所
衛
生
課
ま
で
、

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

-
全
市
一
斉
に
ね
ず
み
の

駆
除
を
実
施
し
ま
し
ょ
う

市
で
は
、
次
の
期
間
を
ね
ず
み
の
一

斉
駆
除
期
間
と
定
め
ま
し
た
の
で
、
駆

除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

第

1
期

日

年

日

月

お

日

l
u
月
幻
日

第

2
期

日

年

3
月
1
日
1

3
月
白
日

な
お
、
期
間
中
は
、
魚
津
保
健
衛
生

協
議
会
で
駆
除
薬
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て

い
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
魚
津
保
健
所
衛
生
課
内

魚
津
保
健
衛
生
協
議
会

(
電
話

μ
1
0
3
5
9
番
)

・
年
賀
状
の
差
出
し
は
お
早
く

郵
便
局
か
ら
お
願
い
グ

O
年
末
は
郵
便
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

年

賀

状

は

ロ

月

初

日

ま

で

に

}

贈
答
小
包
は
ロ
月
日
日
ま
で
に
}

お
出
し
く
だ
さ
い
。

O
住
所
と
郵
便
番
号
は
ハ

ッ
キ
リ
、
正

し
く
、
あ
て
先
と
差
出
人
の
住
所
は

町
名
、
番
地
の
ほ
か
、
肩
書
き
を
も

ら
さ
ず
、
ま
た
住
居
表
示
制
度
の
実
施

地
域
へ
の
年
賀
状
に
は
、
新
町
名
と

番
地
を
正
し
く
お
書
き
く
だ
さ
い
。

O
ま
ご
こ
ろ
を
先
方
へ
届
け
る
に
は
、

元
旦
配
達
の
年
賀
状
は
ロ
月
比
日
の

日
曜
日
に
家
族
そ
ろ
っ
て
書
き
ま
し

ト
品
、
勺
ノ

。

ま
た
、
贈
答
小
包
は
内
容
品
の
損
傷

や
、
脱
出
し
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り

包
装
し
ま
し
ょ
う
。

魚
津
郵
便
局

-
ご
存
知
?

|
留
守
中
の
電
話
|

み
ん
な
出
か
け
て
だ
れ
も
い
な
い
、

電
話
の
ベ
ル
が
鳴
る
、
大
事
な
用
件
を

つ
た
え
る
た
め
の
電
話
か
も
し
れ
な
い

の
に
。

不
在
中
に
か
か
っ
て
き
た
電
話
に
対

し
て
、
あ
ら
か
じ
め
吹
き
こ
ん
で
お
い

た
言
葉
を
相
手
に
伝
え
る
、
あ
る
い
は

さ
ら
に
、
伝
え
る
だ
け
で
な
く
相
手
の

用
件
を
録
音
す
る
。

留
守
中
に
か
か
っ
て
き
た
電
話
に
対

す
る
救
済
手
段
と
し
て
簡
単
な
方
法
で

す
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
留
守
番

電
話
装
置
で
す
。

く
わ
し
く
は
詑
|
1
0
0
0
番
(
無

料
)
へ
ど
う
ぞ
。
魚
津
電
報
電
話
局

・
北
電
だ
よ
り

。
雪
が
ふ
っ
た
ら
電
線
に
ご
注
意
グ

北
陸
電
力
で
は
、
今
年
の
冬
も
暁
か

く
お
過
し
い
た
だ
く
た
め
配
電
線
の

パ
ト
ロ
ー
ル
や
樹
木
の
伐
採
な
ど
、

故
障
防
止
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

マ
降
雪
期
を
迎
え
次
の
点
に
十
分
注
意

し
ま
'
し
ょ
、
っ
。

O
雪
お
ろ
し
の
際
に
は
、
電
線
に
ふ
れ

o 0 
な切が木な
北いれ 電 のい
陸でた線枝よ
電 、電に、う

電力す線ふテに
話魚、ぐにれレ。
24津連はてビ
|営絡、いの

1 業し絶まア
4 所て対せン
O くにんテ
O だきかナ
番きわ 。な

いら ど
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V
成
人
病
教
室

マ
ロ
月

3
日
附
・

1
月

7
日
闘
い
ず

れ
も
午
前

9
時
初
分

i
u
時

場
所

1
魚
津
保
健
所

内
容

1
講
議
「
高
血
圧
に
つ
い
て
」

ス
ラ
イ
ド

l
「
高
血
圧
を
防
ぐ
暮

し
方
」

高
血
圧
食
実
習
と
試
食

費
用

l
無
料

@
エ
プ

ロ
ン
・
健
康
手
帳
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
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書

月
井 I11 回 幡 手5}回 手5}田 木 本 の
病 医 医 医 医 医 医 医 休
院 院 院 院 院 院 院 院
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一一 14 -

200. 75km' 
7.9 km 

世帯数 12，138世帯
人口 (男) 23，308人

(女) 25，350人
計 48，658人
男女計

生 31人 30人 61人
亡 16人 11人 27人
入 55人 58人113人
出 34人 61人 95人

市勢のうごき (10月末)

市の面積

海岸線

出

死

転

転

編
集
発
行
人
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魚、

市

印
刷

魚
津
印
刷
株
式
会
社


